
サロン開設年月日 平成13年10月15日

開 催 日 及 び
開 催 頻 度

年度計画応じ開催
（冬季／隔月　４月〜毎月）

開 催 拠 点 守谷市
高野公民館及びけやき台公園

代 表 者 氏 名 渡辺　英一

代表者電話番号 ☎ 0297-45-5643

１回の参加人数 平均25人

１回の運営スタッフ数 平均3人

参 加 費 実費負担

年間予算額及び主な財源

年間予算額 152,000円

（内訳）
助 成 金   72,000円

自 主 財 源   80,000円

◦ 現在，雅会（老人クラブ）では，会員を対象に日

常生活の中で困っていること，例えば，①通院，

買い物等の手助け　②大工仕事，障子・網戸張り，

手直し仕事　③庭木の手入れなど専門業者では

扱ってもらえないような小さな仕事を，仲間づく

りの促進を兼ね，可能な範囲の中でボランティア

活動を行っています。

サロンのテーマ・目的

雅　会

◦ テーマ：仲間づくりの促進と健康増進。
◦ 目　的：少子化，核家族化時代に，地域のお

年寄りが安心して暮らせるための「生活環境
づくり」を目指し，仲間同士の助け合い活動
により親睦交流を図っています。

気軽に集える地域の居場所

◦ 会員同士のコミュニケーションが行き届いていま

す。

◦ 男性会員が多い（半数以上）。
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活 動 の 概 要 身近な人材や施設など地域の社会資源の活用

サロンの特徴

守　谷　市

◦ 仲間の家庭の小さなお困りごとを，仲間の技能に

より支援しています。

◦ けやき台公園にて，ＮＨＫ放送にあわせた早朝ラ

ジオ体操，集まってあいさつ ・ 終わったら情報交

換 ・ コミュニティの場として有効な時間（平成13

年より実施している）としています。

◦ 南守谷児童館にて，正月用しめ縄教室を開催して

います（地域の子どもたちへの支援活動）。
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◦ 当サロンのさらなる充実と，地域単位に活動を広

げ組織を立ち上げる努力，先駆的役割を果たした

いです。

◦ 会員を増やし，今の状態を継続・維持をする。また，

次代の人を多く誘う方法等が今後の課題です。

人集めに関して
◦ 話し合いによって会員の（仲間）の要望（希望）

に応えていくことで参加が増えています。

◦ 多種多様な活動を行ってきた結果，楽しく仲間作

り，学ぶことも多くあり，多くの方が参加してい

ただいています。

◦ 定年退職者が少しづつ増え，得意分野，趣味の分

野からアイデアが生まれ今日の内容にいたってい

ます。

◦ 親しくなったのが基になって女性たちの間にも和

が広まり，当番制で時折食事会を開くようになり

ました。

活動拠点に関して
◦ 活動が不定期なため，会場の確保に向け日頃から

情報収集に当たる。その為にも，他の関係団体と

の日頃の交流に努めました。

◦ 総会，新年会，研修会と，

その時々に公民館，研修所，

地区集会所に走り，交渉，

予約と少々手配に手間取っ

ています。

財源に関して
◦ 会員からの年会費と行政か

らの補助金による。

◦ 守谷市内で，会の名が知られてきて会員の自信が

高まる。

◦ 活動を通じ，普段（個人）で出来ないことが，力，

知識を借りて喜びとなる。

◦ よい仲間，多くの人たちとの出会いが増える。

◦ 何よりも元気な顔が確認でき，会話の中に繋がり

を深め仲間意識と相互連帯感　これが一番意味が

ある。

雅　会

　新しく守谷市に住み，昼間東京都民，夜守谷市民が多い町内で，定年後の男性が

中心となり「雅会」を立ち上げて，守谷市内のモデル町内として，活発に活動して

いる皆さんの表情は，素晴らしく生き生きとしていました。今回は，守谷市の管理栄養士の方から簡単な炊

飯器で出来る料理の講習があり，その後試食をしてから意見の交換をして，和やかの時間を過ごしていまし

た。サロン，居場所，たまり場は女性が多い中，男性が多い雅会は定年後の男性の居場所は十分できていて，

誰もが安心の雅会です。（染谷桂子　委員長）

委員からの

一言コメント

サロン実施にあたって苦労したこと サロン開催の効果

サロン開催の課題，今後のサロン活動への想い
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